
令和元年度 第１回 デイサービスセンターべるグリーン 運営推進会議 

 

日時：令和元年１０月１９日(土) 

１０：００～１１：００ 

場所：デイサービスセンターべるグリーン 

 

田原町自治会長 出路・田原町民生委員 地域包括支援センターいなえ 

  ×    ×  ○ 

利用者ご家族 

A 様 ○ B 様 ○ Ｃ 様 ○ 

Ｄ 様 ○ E 様 ○   

代表取締役 通所系サービス部長  責任者・生活相談員 

鈴木 則成 ○ 金戸 保之 ○ 吉田 恵美里 ○ 

 

１．挨拶 

 鈴木ヘルスケアサービス株式会社 代表取締役 鈴木則成 

 

２．出席者紹介 

 計  ９ 名 上表参照 

 

３．議題 

・デイサービスセンターべるグリーンの活動報告について 

→スライドによる映像を流す 吉田より説明と紹介 

 

・意見交換 

A 様：色々と外へ出かけて歩く機会を作ってくれているのは嬉しい。体力の低下も目に見えるし、歩けな

いようになったら本当に困るので、休みの日も買物へ連れ出し運動させている。 

B 様：デイサービスを利用するようになって生活のリズムが整い、健康でいられている。洗濯たたみや食

後の洗い物など自発的な手伝いが家でもできているのは、デイサービスでやっているからやろうと思う。

「歩けんようになったらあかん」という意思が強く、自分なりに頑張って行っていると思う。たまに「物を盗ら

れたで、行かん」と頑固な時があり迷惑をかけている。 

→包括様：来所を拒否された時はどうされているのか？ 

→吉田：一通りご本人の思いを聞き、安心をしていただく。どの声かけでも難しい時は職員が交代し再度

訪問する。各々職員の個性や声かけの仕方によって良い方向に繋がる事もあるので、様子をみて２度訪

問をしている。 

→Ｃ 様：べるグリーンの職員さんは入れ替わりが少ないので顔馴染みの関係ができている。家では夫が

頭では認知症と分かっているのに厳しく叱っている。仕方ないと割り切ったらいいのに、その場に居るの



が嫌になる時がある。自分の気持ちを切り替えることが大事だと思う。 

→A 様：口に出して喋ることはできないが、顔をよく覚えている。買物に行った出先でも知った人を見つけ

て笑っているのには感心した。 

→D 様：いつもの所のいつもの顔ぶれが一番の安心なのでしょう。話を受け入れ寄り添うように心がけて

いる。何かあってもおかしくない年齢なので、１日の最後はいっぱい話をして自分自身にも後悔が残らな

いようにしている。 

→包括様：少人数の関わりのいい所ですね。 

E 様：今、サービス付き高齢者住宅にお世話になりながらデイを利用している。ＤＶＤで活動の様子をみて

感動しました。自分がお出かけに誘うと「行かない」と言うのに、どのように誘っておられるのか近くで学び

たい。外出等喜ぶ姿を見ると、一緒に参加したいと思う。姪の立場からできる事をしたいので、デイサービ

スの活動に参加することはできないのか？ 

→吉田：どうぞいつでもボランティアとして参加くださってかまいません。合同夏祭りへのご案内やご家族

参加行事を今後の参考にさせていただきます。 

 

 

・その他意見、要望 

 なし。 

 

次回開催予定：令和 ２年 ３月 土曜日(午前) 

 

 


